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11 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　10月 24 日、「新温泉町合併 10周年記念式典」を夢ホールで開催しました。オープニン
グでは「宇都野神社麒麟獅子舞」を同保存会の皆さんが披露。優雅な舞に合わせて笛や太
鼓の音色が響きわたり、式典に花を添えていただきました。　（関連記事２ページ）
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合
併
10
周
年
記
念
式
典

　

平
成
17
年
10
月
の
２
町
合
併
か
ら
10
周
年
を
迎

え
、
10
月
24
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
「
新
温
泉
町
合
併

10
周
年
記
念
式
典
」
を
行
い
、
多
く
の
来
賓
や
功

労
者
表
彰
の
受
賞
者
な
ど
約
３
６
０
人
に
出
席
い

た
だ
き
、
節
目
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
辞
で
岡
本
町
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の

歩
み
や
次
の
10
年
、
20
年
に
向
け
た
町
づ
く
り
へ

の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
功
労
者
表
彰
や
合
併
10
周
年
を
記
念

し
た
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
町
長
賞
表
彰

が
あ
り
、町
長
賞
を
受
賞
し
た
3
人
を
代
表
し
て
、

山
本
楽ら

南な

さ
ん
（
浜
坂
中
3
年
）
が
作
文
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
歌
を
、
作
曲
者
の
西

村
光
司
さ
ん
の
指
揮
で
町
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
3
団
体
が
合
唱
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
第
二
部
と
し
て
「
民
俗
芸
能
発
表
会
」

を
開
催
。
4
団
体
が
出
演
し
、
演
奏
や
郷
土
芸
能

を
披
露
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

総
務
課　

℡
82
‐
３
１
１
１

町民歌を合唱する「浜坂
リリーズコーラス」「混声
合唱団しおかぜ」「ゆむら
女声コーラス」の皆さん
と指揮する西村光司さん

作文を発表する山本さん

第二部のオープニングで演奏する浜坂高校吹奏楽部海上傘踊保存会

丹土はねそ踊保存会 久谷ざんざか踊保存会
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広報しんおんせん（11月号）

H27（2015）.11.12

合
併
10
周
年
記
念

 
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

新
温
泉
町
長
賞

浜
坂
中
学
校
三
年　

山
本
楽
南

　

毎
朝
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
た
び
に
、

今
日
も
セ
リ
と
と
も
に
、
に
ぎ
や
か
な

一
日
が
始
ま
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

活
気
が
あ
る
市
場
に
は
、
漁
師
さ
ん
た

ち
の
大
き
な
声
が
響
き
ま
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
、
諸
寄
の
海
の
美
し

さ
は
、
他
の
ど
の
地
域
に
も
負
け
な
い

自
信
が
あ
り
ま
す
。
夕
方
に
な
る
と
海

は
夕
日
に
照
り
映
え
、
町
全
体
が
美
し

く
輝
き
ま
す
。
自
然
が
豊
か
で
、
と
て

も
住
み
や
す
い
町
。
コ
ン
ビ
ニ
や
大
型

店
に
行
く
に
は
少
し
時
間
が
か
か
り
、

中
学
生
に
と
っ
て
は
不
便
だ
と
感
じ
る

と
き
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
の
町
に

は
、
自
然
と
と
と
も
に
、
人
の
思
い
や

り
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
町
が
大

好
き
で
す
。

　

こ
の
町
に
は
、
い
つ
も
私
た
ち
の
こ

と
を
気
遣
う
温
か
い
言
葉
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
町
を
歩
く
と
、
地
域
の
方
か

ら
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」「
お
か
え

り
、
今
日
、
学
校
は
、
ど
う
だ
っ
た
？
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
ま
た
、
困
っ
て
い
る
人
が
い

る
と
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
支
え
て

く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、「
一
人
は
み
ん

な
の
た
め
に
。
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
。」
と
い
う
心
が
生
き
て
い
る
町
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月
に
な
る
と
、
世
代
を
越

え
て
、
町
の
人
た
ち
の
笑
顔
が
集
ま
る

祭
り
が
あ
り
ま
す
。
諸
寄
為
世
永
神
社

の
麒
麟
獅
子
舞
は
雌
雄
の
二
頭
舞
で
、

中
学
校
の
友
だ
ち
も
、
笛
や
獅
子
で
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
町
の
力
、

人
の
力
を
感
じ
る
祭
り
。
し
か
し
、
こ

の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
祭
り
を
支
え
る

人
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
見

る
「
少
子
高
齢
化
」
は
、
私
た
ち
の
町

に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
な
の
だ
と
、

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ

私
も
、
地
域
の
方
の
よ
う
に
、
積
極
的

に
挨
拶
を
し
た
り
、
笑
顔
で
話
し
た
り

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
ど
ん
な
と
き
も
「
絆
」
を
大
切

に
し
て
い
る
諸
寄
の
町
の
よ
う
な
人
間

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
伝
統
的
な
祭
り
を
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
受
け
継
ぎ
、
残
し
て
い
き
た
い

で
す
。

……

私
は
、
何
年
も
諸
寄
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
知
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
、
自
分

の
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
未
来
の
諸
寄

が
、
私
た
ち
の
町
が
活
性
化
し
、
元
気

に
な
っ
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
の
世

代
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

……

そ
の
一
歩
と
し
て
、
地
域
の
行
事
に

参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
交
流

を
し
た
り
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
今
、
浜
坂
中
学
校
で
は
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
浜
坂
駅
の

清
掃
を
し
た
り
、
地
域
の
お
年
寄
り
の

方
と
と
も
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
た
り

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学

校
か
ら
地
域
へ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
、

多
く
の
方
と
出
会
い
、
話
し
、
学
ぶ
機

会
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
浜
中
生
は
、

少
し
ず
つ
で
す
が
自
分
の
世
界
を
広
げ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
か
ら
も
ら
っ
た
温
か
さ

を
、
私
自
身
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

け
る
よ
う
に
。
そ
れ
が
、
今
、
私
た
ち

の
世
代
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

新
温
泉
町
合
併
10
周
年
を
記
念
し
、

町
の
未
来
を
担
う
町
内
の
小
中
学
生
を

対
象
に
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
と
自
然
の
豊

か
さ
や
暮
ら
し
や
す
さ
、
伝
統
文
化
の

す
ば
ら
し
さ
、
家
庭
や
地
域
の
き
ず
な

な
ど
新
温
泉
町
の
魅
力
を
再
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
小
学
生
は
「
わ
た
し
の

す
き
な
し
ん
お
ん
せ
ん
」、
中
学
生
は

「
未
来
に
向
け
て
、
今
私
に
で
き
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
５
９
８
点
、
中
学
生
か

ら
３
５
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
小
学
校

低
学
年
の
部
、
小
学
校
高
学
年
の
部
、

中
学
校
の
部
の
３
部
門
で
、「
新
温
泉

町
長
賞
」「
新
温
泉
町
議
会
議
長
賞
」「
新

温
泉
町
教
育
長
賞
」
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず

つ
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
順
次
入
賞
作
品
を
掲
載

し
ま
す
。
今
回
は
、
合
併
10
周
年
記
念

式
典
で
発
表
し
た
山
本
楽
南
さ
ん
の
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７
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  第２回

新温泉町子ども議会開催

　10 月 16 日、町内の 2 中学校から 3 年生 11 人が参
加し「第 2 回新温泉町子ども議会」を開催しました。
　議長は、松岡拓斗さん（浜坂中）と野田直希さん（夢
が丘中）が務め、9 人の子ども議員が順番に、町長に
対し質問や提言を行いました。
　質問内容は、観光関係や町の情報発信、公共交通や
若者定住、自然環境保護など多岐にわたり、町長をは
じめ役場の管理職がそれぞれの質問に答弁しました。
　会場となった新温泉町議会議事堂には 22 人の傍聴
者が集まり、中学生と町行政とのやり取りに真剣に耳
を傾けていました。

▼問合せ　こども教育課　℡ 82-5627

前列左から、諸道貫太議員（浜坂）、中井拓議員（夢が丘）、松岡議長（浜坂）、野田議長（夢が丘）、藤本和颯議員（浜坂）、本多孝太議員（夢が丘）
2 列目左から、加藤優翔議員（浜坂）、尾﨑来奈議員（夢が丘）、川口優議員（浜坂）、村尾亜美議員（夢が丘）、田熊杏菜議員（浜坂）、岡本町長
3 列目は教育委員の皆さん（左から、岡本教育長、北村委員長職務代行者、田中委員長、中井委員）

前半を担当した
松岡議長

後半を担当した
野田議長
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ノルディックウォーク講習会
　スポーツの秋、紅葉の秋になりました。健康福祉課
では、生活習慣病予防のため、10 月からノルディッ
クウォーキングの講習会を始めています。
　ノルディックウォークは、２本のポールをつきなが
ら歩くことにより、消費カロリーをアップさせ、姿勢
よく歩ける有酸素運動です。老若男女どなたでも参加
できます。興味のある方は注意事項をご確認の上、お
申し込みください。
◆１回目
　と　き　12月 1日（火）午前 10時～正午
　ところ　町内散策
　　　　　（お申し込みの際にお知らせします）
◆２回目
　と　き　12月 11日（金）午前 10時～正午
　ところ　町内散策
　　　　　（お申し込みの際にお知らせします）

◆注意事項
▽ポールのない方は 500 円でレンタルできます。
必要な方は参加日の１週間前までにお申し込み
ください。
▽参加の際は、水やお茶など、各自でご用意くだ
さい。
▽参加の申し込み締め切りは、参加日の１週間前
です。
▽１回のみの参加も可能です。
◆申込み　
　健康福祉課健康推進係
　℡ 99-2940

　12 月 1 日は世界エイズデーです。
　エイズは治療法の進歩により、原因ウイルスであ
るＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感染したＨＩ
Ｖ陽性者が長く生きていくことが可能となり、多く
のＨＩＶ陽性者が社会で働き、学び、生活していま
す。
　20 歳代の新規ＨＩＶ感染者報告数が 349 件で過
去最多となったこと、全体に占める新規エイズ患者
の割合は約 3 割で推移していることからも、依然

として予断を許さない状況です。性行為を通じて感
染が広がっています。
　だからこそ、一人ひとりが、それぞれの立場から

「予防、治療、支援、理解」という具体的行動をと
ることが求められています。
　豊岡健康福祉事務所では、エイズに関する相談や
検査（ＨＩＶ抗体検査）を無料匿名で実施していま
す。感染を判断できるのは検査だけです。まずは、
検査を受けること、それがスタートラインです。

◆豊岡健康福祉事務所　検査日

検査日 毎月第 2・4火曜日　午前 9時 15分～ 11時 15分

検査内容 ＨＩＶ抗体検査　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査　梅毒検査

申込み方法 電話予約かメール予約　「toyookahokensho-aids@pref.hyogo.lg.jp」

連絡先 豊岡健康福祉事務所　健康管理課　℡（0796）26-3660

エイズについて考えてみよう
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文
太
郎
鍋

　

影
絵
公
演
や
山
歩
き
体
験
講
座
の
あ

と
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
協
力

に
よ
り
、

毎
年
大
好

評
の
文
太

郎
鍋
を
ご

賞
味
い
た

だ
き
ま
し

た
。

図
書
館
ま
つ
り 

開
催

第
６
回 

岸
田
川
駅
伝
大
会

　

10
月
18
日
、
第
６
回
岸
田
川
駅
伝
大

会
を
開
催
し
、
62
チ
ー
ム
３
１
０
人
が

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

地
域
（
14
チ
ー
ム
）・
一
般
（
10
チ
ー

ム
）・
中
高
男
子
（
４
チ
ー
ム
）
の
３

部
門
は
、
出
合
河
川
敷
を
午
前
９
時
に

ス
タ
ー
ト
。
５
人
が
タ
ス
キ
を
つ
な
い

で
10
・
6
㎞
先
の
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー

チ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

中
高
女
子
（
２
チ
ー
ム
）・
小
学
生

男
子
（
18
チ
ー
ム
）・
小
学
生
女
子

（
14
チ
ー
ム
）
の
３
部
門
は
、
浜
坂
県

民
サ
ン
ビ
ー
チ
を
午
前
10
時
30
分
に
ス

タ
ー
ト
。
岸
田
川
河
口
付
近
を
折
り
返

す
1
周
1
・
5
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
で
、

5
人
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

中高女子と小学生の 34チームが
浜坂県民サンビーチを一斉スタート

地域・一般・中高男子の 28チームが
出合河川敷を一斉スタート

　

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
地
域
の
部　

塩
山

◇
一
般
の
部　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｕ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

◇
中
高
男
子
の
部　

浜
坂
中
Ａ

◇
中
高
女
子
の
部　

浜
坂
中
Ｅ

◇
小
学
生
男
子
の
部　

浜
坂
北
小
Ａ

◇
小
学
生
女
子
の
部　

照
来
小
Ｄ

▼
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

山歩き体験講座の参加者

影絵を楽しみました美味しくいただきました

　

毎
年
10
月
を「
図
書
館
ま
つ
り
月
間
」

と
し
、
今
年
は
、
10
月
17
日
に
山
歩
き

体
験
講
座
、
影
絵
、
文
太
郎
鍋
な
ど
を

開
催
し
ま
し
た
。

影
絵
公
演

　

朝
来
市
の
影
絵
グ
ル
ー
プ
「
す
ず
め

の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
影
絵
公
演
。

『
さ
る
じ
ぞ
う
』
の
お
は
な
し
や
影
絵

ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
も
大

人
も
大
喜
び
で
し
た
。

山
歩
き
体
験
講
座
（
秋
）

　

講
師
に
陰
山
道
大
氏
を
招
き
、
身
近

な
山
「
上
ラ
山
」（
標
高
４
９
９
ｍ
）

へ
の
山
歩
き
体
験
講
座
を
実
施
。
天
候

に
恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
な

が
ら
、
素
晴
ら
し
い
秋
の
山
歩
き
を
体

験
で
き
、
参
加
者
は
大
満
足
で
し
た
。

▼
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　

℡
82
‐
５
２
５
１
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町政のうごきから

　

10
月
25
日
、
町
内
全
域
で
「
新
温
泉

町
総
合
防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
午
前
８
時
に
地
域
ご

と
の
避
難
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
。
町
民

５
１
８
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
浜
坂
す
こ
や
か
広
場
で

実
施
し
、
町
民
な
ど
約
４
０
０
人
が
参

加
。
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
土
の
う
作
り
の

体
験
、
天
ぷ
ら
油
火
災
実
験
の
見
学
や

非
常
食
の
試
食
な
ど
を
15
人
程
度
の
班

に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
方
広
域
消
防
本
部
に
よ
る

は
し
ご
車
を
使
っ
た
高
所
か
ら
の
救
出

訓
練
、
浜
坂
警
察
署
に
よ
る
倒
壊
家
屋

　

10
月
18
日
、
上
山
高
原
で
、「
第
11

回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」（
来
年
10
月
15
日
～
17
日
、
新
温

泉
町
で
開
催
）
に
向
け
た
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
山
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
主
催
す
る
「
秋
の
エ

コ
フ
ェ
ス
タ
」
と
合
同
で
開
催
。
京
阪

神
か
ら
お
越
し
の
方
や
地
元
の
方
な
ど

か
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
、
ブ
ナ
の

植
樹
、
昼
食
交
流
会
、
ス
ス
キ
草
原
自

然
観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
の
植
樹
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
植

え
た
ブ
ナ
苗
の
脇
に
、
自
分
の
名
前
を

書
い
た
杭
を
打
ち
込
み
、
ヒ
モ
で
固
定

し
、
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　

昼
食
会
で
は
、
但
馬
牛
の
串
焼
き
、

郷
土
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
餅
つ
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
上
山
談
義
」と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
小
畑
和
之
代
表
理
事
が
、
同
高

原
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
講
演
。続
い
て
、

全
国
草
原
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
橋

佳
孝
会
長
が
、
草
原
の
持
つ
生
物
多
様

性
や
観
光
へ
の
寄
与
な
ど
草
原
の
役
割

を
詳
し
く
解
説
し
、
保
全
を
促
す
こ
と

に
つ
い
て
言
及
し
、
来
年
の
サ
ミ
ッ
ト

が
そ
の
契
機
に
な
れ
ば
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

▼
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催

自然観察で説明を受ける参加者

高橋会長が草原の役割を解説

新
温
泉
町
総
合
防
災
訓
練

▼
問
合
せ

　

町
民
課　

℡
82
‐
５
６
２
１

内
か
ら
の
救
出
訓
練
、
消
防
団
に
よ
る

放
水
訓
練
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 みんなが並んでバケツリレー

訓練に参加し避難する様子（飯野）

倒壊家屋の屋根に
チェーンソーで穴を開ける
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広報しんおんせん（11月号）

分
け
れ
ば
資
源
・
ご
み
分
別

①
燃
や
す
ご
み

◆
現
在
の
分
別
区
分
「
燃
え
る
ご
み
」

の
名
称
を
変
更
し
た
分
別
区
分

◆
分
別
方
法
は
、
概
ね
現
行
と
変
更
な

し
◆
出
す
場
所
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

又
は
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」

▼
変
更
点

◇
百
円
ラ
イ
タ
ー
と
カ
ミ
ソ
リ
は
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。（
別
の
分
別
区

分
で
す
）

◇
水
分
が
大
量
に
溜
ま
っ
た
「
ご
み
」

は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
の
回
収
や
、

「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」
へ
の
持

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製　
　

　
　
　
　
　
　

容
器
包
装

◆
分
別
方
法
は
、
現
行
と
変
更
な
し

③
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル　
　

　
（
直
接
搬
入
専
用
の
分
別
区
分
）

◆
事
業
所
な
ど
が
一
度
に
大
量
の
「
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」
を
出
す
場
合
の
分

別
区
分

◆
町
指
定
袋
「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」
に

入
れ
る
（
有
料
）

◆
分
別
方
法
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
」
に
準
じ
る

◆
出
す
場
所
は
、「
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
」（
こ
の
区
分
で
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
出
せ
な
い
）

▼
注
意
点

◇
少
量
の
場
合
や
小
分
け
に
し
て
出
す

場
合
は
、現
行
ど
お
り「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」
の
指
定
袋
で
出
せ

ま
す
。

込
は
で
き
ま
せ
ん
。
出
す
前
に
し
っ

か
り
と
「
水
切
り
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
二
重
袋
な
ど
に
よ
り
、
町
指
定
袋
の

外
側
か
ら
中
身
全
体
が
全
く
見
え
な

い
場
合
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で

の
回
収
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。

▼
注
意
点

◇
「
生
ご
み
」
は
「
家
庭
用
生
ご
み
処

理
機
」
な
ど
で
、
堆
肥
化
し
ま
し
ょ

う
。

◇
町
指
定
袋
に
名
前
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

　

来
年
４
月
か
ら
「
新
し
い
分
別
区
分
」
が
始
ま
り
ま
す
。
今
月
号
か
ら
そ
の
分

別
区
分
の
説
明
を
掲
載
し
ま
す
。

　

初
回
の
今
回
は
全
19
分
別
の
う
ち
の
８
分
別
を
説
明
し
ま
す
。

◆
文
中
の
表
記

▽
北
但
ご
み
処
理
施
設
：
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但　
　

▽
新
温
泉
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

▽
地
区
・
町
内
会
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
：
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

◆
出
す
場
所
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

又
は
「
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

▼
変
更
点

◇
「
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
に
直

接
持
ち
込
む
場
合
も
町
指
定
袋
に
入

れ
る
（
計
量
時
の
手
数
料
は
不
要
）

▼
注
意
点

◇
バ
ケ
ツ
や
歯
ブ
ラ
シ
、
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
や
オ
モ
チ
ャ
等
の
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
」、
紙
類
や
金
属
な
ど

を
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
付
い

た
物
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
乾
か
し
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

◇
町
指
定
袋
に
は
名
前
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

◇
汚
れ
た
も
の
は
「
燃
や
す
ご
み
」
で

出
し
ま
し
ょ
う
。
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④
無
色
・
透
明
ビ
ン　
　

⑤
茶
色
ビ
ン　
　
　
　
　

⑥
有
色
ビ
ン

◆
「
無
色
・
透
明
ビ
ン
」
と
「
茶
色
ビ

ン
」
は
現
行
と
変
更
な
し

◆
「
有
色
ビ
ン
」
は
現
在
の
分
別
区
分

「
そ
の
他
ビ
ン
」
の
名
称
を
変
更
し

た
分
別
区
分

◆
分
別
方
法
は
、
概
ね
現
行
と
変
更
な

し
◆
出
す
場
所
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

又
は
「
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

▼
変
更
点

◇
紙
製
の
シ
ー
ル
は
剥
が
さ
な
く
て
結

構
で
す
。（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ラ

ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
は
取
っ
て
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
分
別
）

◇
割
れ
た
飲
食
用
ビ
ン
も
対
象
で
す
。

▼
注
意
点

◇
分
別
の
対
象
は
飲
食
用
品
の
入
っ

て
い
た
ビ
ン
で
す
。
飲
食
用
以
外
の

ビ
ン
は
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。（
例
：
飲
み
薬
の
ビ
ン
は
〇
、

塗
り
薬
の
ビ
ン
は
×
）

◇
出
す
と
き
は
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
乾

か
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
割
れ
た
ビ

ン
は
ケ
ガ
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類

◆
分
別
方
法
は
、
概
ね
現
行
と
変
更
な

し
◆
出
す
場
所
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

又
は
「
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

▼
変
更
点

◇
割
れ
た
飲
食
用
ビ
ン
を
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

◇
農
薬
等
の
劇
薬
に
使
用
し
た
ビ
ン

は
、購
入
先
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
蛍
光
管
類

◆
現
行
の
蛍
光
管
類
の
う
ち
、蛍
光
灯
・

サ
ー
ク
ラ
イ
ン
等
が
対
象

◆
出
す
場
所
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

又
は
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」

▼
変
更
点

◇
白
熱
球
や
豆
電
球
、
グ
ロ
ー
球
、
水

銀
の
体
温
計
や
温
度
計
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
（
別
の
分
別
区
分
で

す
）。

▼
注
意
点

◇
割
れ
た
も
の
は
怪
我
に
十
分
気
を
付

け
、
袋
な
ど
に
入
れ
て
飛
び
散
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◆
「
ご
み
」
を
事
業
者
等
に
依
頼
し
て

「
ご
み
処
理
施
設
」
へ
持
込
む
場
合

は
、
町
及
び
県
が
許
可
し
た
「
廃
棄

物
収
集
運
搬
許
可
業
者
（
家
庭
系
・

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
は
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
許
可
業
者
、
産
業
廃
棄

物
は
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
）」
に
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

※
許
可
業
者
の
名
称
及
び
、
申
請
を
希

望
す
る
事
業
所
は
町
民
課
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
「
不
法
投

棄
」
や
「
ご
み
の
野
焼
き
」
は
犯
罪

で
す
。絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
「
野
焼
き
」
は
田
の
畔
焼
き
な
ど
、

い
く
つ
か
の
例
外
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
町
民
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
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～ 便利な口座振替をご利用ください ～
　町税の納付には、うっかり忘れを防ぐために、また、
忙しくて役場などに行けない方のため
に、便利な口座振替をおすすめします。
　手続は、但馬銀行、みなと銀行、
但馬信用金庫、鳥取信用金庫、たじ
ま農協、兵庫県信漁連または郵便局
の窓口、新温泉町役場、温泉総合支
所で受け付けしています。

　

町
税
は
、
教
育
、
福
祉
、
防
災
、

道
路
整
備
な
ど
、
町
の
あ
ら
ゆ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。

　

町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政
を
圧

迫
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
の
送
付
な
ど
収
税
の

経
費
に
、
さ
ら
に
余
分
な
税
金
を
使

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
期
限
ま
で
に

き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
大
多
数
の

皆
さ
ま
と
の
公
平
性
の
点
で
、
大
き

な
問
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
積
極
的
な
差
押
え
の

執
行
な
ど
、
厳
し
い
姿
勢
で
収
税
業

務
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
不
公

平
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
問
合
せ　

税
務
課……

収
税
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
82
‐
３
１
１
３

ストップ！ 町税滞納
～町税の徴収率向上をめざして～

徴収率の推移（各年度末） 滞納額の推移 滞
納
の
現
状

　

滞
納
額
、
徴
収
率
と
も
に
近
年
少
し

ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
、
更
な
る
徴
収
率
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

失
業
や
病
気
に
よ
り
働
け
ず
収
入
が

無
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
期

限
ま
で
に
納
税
で
き
な
い
時
は
、
放
置

せ
ず
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

特
別
な
事
情
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
一
定
期
間
納
税
を
お
待
ち
す
る
、

分
割
で
納
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
事
情

に
応
じ
た
ご
相
談
を
お
受
け
で
き
ま

す
。

億円

税
の
滞
納
は
放
置
し
ま
せ
ん
！
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税
の
滞
納
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
の
支
払
に

追
わ
れ
、
税
金
を
払
う
余
裕
が
な

い
の
で
、
待
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
？…

Ａ　

税
金
は
他
の
債
務
に
優
先
し
て

支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
　

地
方
税
法
で
は
、「
税
金
は
全

て
の
債
務
（
借
金
を
含
む
）
に
優

先
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、「
借
金
が
あ
る
か

ら
…
」
は
払
え
な
い
理
由
に
は
な

り
ま
せ
ん
。「
破
産
」
に
お
い
て

も
税
金
に
つ
い
て
の
免
責
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
法
的
に
税
金

の
優
位
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

Ｑ　

町
税
を
納
め
忘
れ
て
い
て
、
納

期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

送
ら
れ
て
き
た
納
付
書
で
納
め
ら

れ
ま
す
か
？

Ａ　

納
め
ら
れ
ま
す
が
、
督
促
手
数

料
や
延
滞
金
が
掛
か
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
税
務
課
収
税
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

本
人
の
同
意
を
得
ず
に
勤
務
先

や
金
融
機
関
な
ど
に
財
産
調
査
を

行
う
の
は
個
人
情
報
保
護
法
に
違

反
す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
？…

Ａ　

税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
国
税

徴
収
法
に
基
づ
き
、
町
に
は
財
産

の
調
査
を
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
法
令
に
基
づ
く
調
査

の
た
め
、
勤
務
先
や
金
融
機
関
は

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
個
人
情
報

保
護
法
に
抵
触
し
な
い
、
正
当
な

調
査
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

少
額
の
滞
納
で
も
差
押
え
ら
れ

る
の
で
す
か
？…

Ａ　

差
押
え
に
金
額
の
大
小
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
少
額
で
も
差

押
え
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

納
付
し
た
の
に
督
促
状
が
届
き

ま
し
た
、
ど
う
し
て
で
す
か
？…

Ａ　

必
ず
納
期
限
内
に
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
金
融
機
関
等
で
納
付
さ
れ
て

か
ら
、
役
場
で
入
金
確
認
出
来
る

ま
で
に
数
日
要
し
、
行
き
違
い
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

残
り
、
売
買
・
名
義
変
更
・
抵
当

権
設
定
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
。

◆
保
険
の
場
合

　

強
制
的
に
解
約
し
、
返
戻
金
が
税

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

新温泉町の差押執行状況
（平成 26 年度）
種類 件数
不動産 １…
預金 ５８…
保険 １４…
給与他 ７…
計 ８０…

　

今
後
は
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
や
動
産
の
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
新
た

な
手
法
を
模
索
す
る
必
要
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

滞
納
が
続
く
と
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
人
に

は
、
ま
ず
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
督
促
状
の
発
送
後
も
納

税
が
な
い
場
合
は
、
文
書
や
電
話
な

ど
で
催
告
を
し
ま
す
。　

  

　

そ
れ
で
も
納
税
さ
れ
な
い
場
合
は

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平

を
保
つ
た
め
に
、
法
律
の
定
め
に
よ

り
、
財
産
の
差
押
え
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
な

か
っ
た
場
合
は
、
本
来
納
め
る
税
金

の
他
に
延
滞
金
が
掛
り
ま
す
。

差
押
え
を
行
う
と
…

◆
預
貯
金
の
場
合

　

預
貯
金
を
強
制
的
に
徴
収
し
、
税

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

◆
給
与
の
場
合

　

滞
納
税
が
完
納
す
る
ま
で
、
毎
月

の
給
与
か
ら
一
定
額
が
、
会
社
か

ら
町
へ
支
払
わ
れ
税
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

◆
不
動
産
の
場
合

　

登
記
簿
に
「
差
押
」
の
記
録
が
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歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

支出率
（％）

議 会 費 108,975 59,100 54.2…

総 務 費 1,056,721 367,677 34.8…

民 生 費 2,099,127 701,947 33.4…

衛 生 費 1,681,713 913,887 54.3…

労 働 費 20,136 7,934 39.4…

農林水産業費 695,657 150,400 21.6…

商 工 費 460,354 213,648 46.4…

土 木 費 705,721 87,901 12.5…

消 防 費 589,592 192,385 32.6…

教 育 費 876,412 389,863 44.5…

災 害 復 旧 費 3,570 0 0.0…

公 債 費 1,518,007 754,774 49.7…

諸 支 出 金 695,758 0 0.0…

そ の 他 12,396 0 0.0…

合計 10,524,139 3,839,516 36.5 

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
(％）

町 税 1,385,562 793,751 57.3…

地 方 譲 与 税 94,100 29,742 31.6…

各 種 交 付 金 226,500 184,331 81.4…

地 方 交 付 税 4,930,797 3,319,727 67.3…

分担金及び負担金 8,833 3,445 39.0…

使用料及び手数料 272,593 117,932 43.3…

国 庫 支 出 金 617,478 178,253 28.9…

県 支 出 金 702,501 85,131 12.1…

財 産 収 入 12,685 5,543 43.7…

繰 入 金 44,952 0 0.0…

諸 収 入 377,070 58,908 15.6…

町 債 1,849,956 0 0.0…

寄 附 金 501 1,980 395.2…

そ の 他 611 611 100.0…

合計 10,524,139 4,779,354 45.4 

表２【一般会計歳出】 表１【一般会計歳入】

　平成 27年度上半期（4月～ 9月）
　　　　　財政状況をお知らせします

　町の財政がどのように運営され、どのような状況になっているのかを町民の皆さんに広
く知っていただくために財政状況を公表しています｡
　今回は、平成 27 年度 9 月末現在の予算執行状況、財産・町債及び一時借入金の現在高
についてお知らせします｡ 　　　　　　　　　   ◆問合せ　総務課　財政係　℡ 82-3111

財産、町債、基金などの状況

　町債は、建設事業などを行うために借り入れたお金で、
町全体の借入残高は 217 億 3600 万円となっています
（表５）。一時的な支払資金とする一時借入金の合計額は、
公立浜坂病院の 6億 5千万円です（表６）。
　緊急的な自然災害等に対応するため資金を積み立てて
いる基金等の合計額は、32億9991万5千円です（表７）。

歳入と歳出の状況
　平成27年度一般会計予算の総額は、
9月末現在で105億2413万9千円です。
　収入済額は、47億 7935 万 4千円、
予算額に対する収入率は 45.4％です。
また、支出済額は 38 億 3951 万 6千
円、予算額に対する支出率は 36.5％
です（表１、表２）。
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表４【公営企業会計】

会　　計　　名 地方債残高
一般会計 12,422.8…
国民健康保険事業特別会計 12.8…
コミュニティ・プラント事業特別会計 21.8…
下水道事業特別会計 6,185.7…
水道事業会計 1,962.3…
公立浜坂病院事業会計 1,130.6…

合　　　　計 21,736.0 

表７【基金等現在高】

表５【町債の現在高】

表６【一時借入金の現在高】

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）支出率（％）

国民健康保険事業特別会計 2,361,878 885,214 37.5… 1,106,820 46.9…
介護保険事業特別会計 1,700,843 663,183 39.0… 702,395 41.3…
浜坂地区残土処分場事業特別会計 137,196 23,992 17.5… 35,987 26.2…
温泉地区残土処分場事業特別会計 52,243 14,102 27.0… 19,052 36.5…
コミュニティ・プラント事業特別会計 50,822 7,775 15.3… 22,674 44.6…
七釜温泉配湯事業特別会計 40,245 3,256 8.1… 5,198 12.9…
下水道事業特別会計 830,144 106,451 12.8… 375,306 45.2…
後期高齢者医療特別会計 217,104 64,594 29.8… 58,632 27.0…

合　　　　　　　計 5,390,475 1,768,567 32.8 2,326,064 43.2 

区　　分 収益的 資本的
収入 支出 収入 支出

病院事業
予算現額 1,169,511 1,452,175 160,586 160,586
支出済額 651,746 557,288 64,510 41,168
収入・支出率（％） 55.7 38.4 40.2 25.6

水道事業
予算現額 455,552 465,244 286,105 508,792
支出済額 118,922 90,762 0 139,673
収入・支出率（％） 26.1 19.5 0.0 27.5

浜坂温泉
配湯事業

予算現額 62,234 51,488 2 108,410
支出済額 18,543 12,394 0 0
収入・支出率（％） 29.8 24.1 0.0 0.0

◆公有財産

公用財産 土地 20,179㎡
建物 7,258㎡

公共用財産 土地 798,167㎡
建物 128,178㎡

普通財産 土地 3,266,438㎡
建物 9,973㎡

山　　林 所有 2,982,165㎡
分収 3,754,955㎡

動　　産 26施設
物　　権 地上権 1,294,686㎡
有価証券 442 千円
出資による権利 369,025 千円

（単位：千円）

会　　計　　名 借入金現在高
公立浜坂病院事業会計 650,000

合　　　　計 650,000

◆基　　金 基金残高
財政調整基金 2,252,492
地域振興基金 300,000
土地開発基金 49,744
減債基金 24,785
ふるさと水と土保全対策基金 2,596
ふるさとづくり基金 3,066
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 170,247
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 34,873
下タ山公共建設残土処分場事業基金 223,628
十字谷残土処分場整備基金 134,927
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 36,280
生活排水処理事業基金 65,953
二日市温泉配湯事業施設整備基金 1,081

合　　　　計 3,299,915
※基金とは、特定の目的のために財産（現
金、土地など）を維持・運用するための
もので、家計では貯金にあたります。

（単位：百万円）

（単位：千円）

※一時借入金とは、年度内の不足資金に対して一
時的に借り入れているものです。

※町債とは、資金調達のため負担する債務（借金）で、
その返済が１会計年度を超えるものです。

表 7 関係
　※公用財産とは、町が事務や事業を行うため、自らが直接使
　　用することを目的とするもの（庁舎など）
　※公共用財産とは、住民が共同使用することを目的とするも
　　の（学校、保育所、公園、下水道処理施設など）

（単位：千円）
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　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

町道二日市古市線
（第 2工区）舗装修
繕工事

新市

L=100.0m…W=6.0m…土工N=1.0
式、構造物取壊工N=1.0式、舗
装工A=600㎡、安全費N=1.0式
L=45.8m…W=6.0m……土工N=1.0
式、構造物取壊工N=1.0式、舗
装工A=270㎡、安全費N=1.0式

7,344,000 平成 27年 9月 18日～平成 27年 12月 25日 ㈱三島組

町道二日市古市線
瑠璃橋橋梁修繕工
事

七釜

橋梁塗装工1式、附属物塗装工
1式、コンクリート補修工1式、
橋梁修繕工1式、舗装修繕工1
式、道路構造物修繕工1式、仮
設工1式

9,504,000 平成 27年 9月 18日～平成 28年 3月 25日 ㈱三島組

町道二日市指杭線
（第 1工区）道路改
良工事

田井…
指杭

L=1,000m…W=4.5m…土工N=1.0
式、水路工L=600m、擁壁工
N=1.0式

35,391,600 平成 27年 9月 18日～平成 28年 3月 31日 ㈱大上建設

町道海上第一村中
線道路改良工事 海上

施工延長…L=62.3m…コンクリー
トブロック積工A=11㎡、小口
止工N=1箇所、1号コンクリー
ト張工L=7.5m、2号コンクリー
ト張工L=22.9㎡、ガードパ
イプL=30.0m、コンクリート
舗装工A=185㎡、取合舗装工
A=8㎡、簡易張出式車道拡幅工
L=24.0m

15,660,000 平成 27年 9月 24日～平成 28年 3月 25日 尾﨑建設㈱

町道田井第 22 号線
道路改良工事

田井…
指杭

L=17.5m…土工N= １式、石積工
A=３２㎡、杭基礎工N=38本、
石積取壊工N=25㎡、水換工
N=1式

4,104,000 平成 27年 10月 7日～平成 27年 12月 28日 ㈱中村重機

町道伊角村中線浅
原橋橋梁修繕工事 伊角

橋梁塗装工1式、附属物塗装工
1式、コンクリート補修工1式、
橋梁修繕工1式、道路構造物修
繕工1式、仮設工1式

6,804,000 平成 27年 10月 10日…～平成 28年 3月 25日 西村屋産業㈲

町道黒杉神社線切
畑二号橋橋梁修繕
工事

切畑

橋梁塗装工1式、附属物塗装工
1式、コンクリート補修工1式、
道路構造物修繕工1式、仮設工
1式

2,592,000 平成 27年 10月 7日～平成 28年 3月 25日 赤坂オート㈲

町道千原旧国道線
千原橋橋梁修繕工
事

千原
断面補修工1式、橋面補修工1
式、沓座拡幅工1式、防護柵工
1式、仮設工1式

25,164,000 平成 27年 10月 13日～平成 28年 3月 25日 尾﨑建設㈱

（平成 27年 9月 16日～平成 27年 10月 15日契約分）

人
権
擁
護
委
員
に
就
任

　

10
月
1
日
付
け
で
新
し
く
井
上
修
治

さ
ん
（
浜
坂
）
が
人
権
擁
護
委
員
に
就

任
し
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。（
任
期
3
年
）

人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
差
別
や

嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人

権
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１
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山
元
町

  
復
興
支
援
通
信 

⑦

　

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
東
北
で
は

店
頭
に
鮭
が
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
山

元
町
名
物
、
鮭
の
「
は
ら
こ
め
し
」
の

シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。

　

整
備
中
の
３
か
所
の
市
街
地
の
う

ち
、
２
か
所
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
部

分
が
完
成
し
、
被
災
者
の
入
居
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。
新
市
街
地
で
は
、
新
住

民
の
芋
煮
会
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
緑
化
活

動
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
逆
に
こ
れ
ま
で
被
災
者
が
住
ん

で
い
た
仮
設
住
宅
は
、
約
７
割
が
空
き

家
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
だ
ら
け
に
な
っ
た
仮
設
住
宅

で
は
人
影
も
目
に
つ
か
ず
、
静
ま
り

返
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
住
民

向
け
に
置
か
れ
て
い
た
ジ
ュ
ー
ス
の
自

動
販
売
機
が
撤
去
さ
れ
る
な
ど
、
暮
ら

し
は
不
便
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
夜
間

の
窓
灯
り
も
ま
ば
ら
に
な
り
、
防
犯
の

面
か
ら
も
不
審
者
の
侵
入
等
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
更
に
心
配
さ
れ
る
の
は
残
さ

れ
た
被
災
者
の
孤
立
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
頻
繁
に
巡
回
し

て
い
ま
す
が
、
新
市
街
地
に
入
居
さ
れ

た
被
災
者
へ
の
ケ
ア
も
ま
だ
ま
だ
必
要

で
、
仮
設
住
宅
と
新
市
街
地
、
両
方
へ

の
支
援
が
必
要
な
た
め
、
十
分
に
は
行

き
届
き
に
く
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
工
事
が
遅
れ
て
い
る
残
り

１
か
所
の
市
街
地
の
完
成
は
平
成
29
年

３
月
の
予
定
で
す
。
分
譲
宅
地
を
購
入

す
る
被
災
者
は
、
そ
の
後
住
宅
建
築
に

取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

仮
設
住
宅
か
ら
の
退
去
が
完
了
す
る
ま

で
、
あ
と
２
年
近
く
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

入居が進む新市街地

82 世帯が入居予定の新市街地。
完成まで１年半近くかかります。

　

対
策
と
し
て
、
ま
ば
ら
に
な
っ
た
被

災
者
に
再
度
ま
と
ま
っ
て
住
ん
で
も
ら

う
た
め
、
町
で
は
仮
設
住
宅
を
何
カ
所

か
に
ま
と
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

防
犯
面
で
は
格
段
に
良
く
な
り
ま
す

し
、
集
会
所
で
の
様
々
な
活
動
が
行
い

や
す
く
な
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

や
保
健
師
も
巡
回
し
や
す
く
、
見
守
り

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
完
全
に
空
き

家
に
な
っ
た
仮
設
住
宅
を
撤
去
で
き
る

た
め
、維
持
管
理
の
費
用
も
抑
え
ら
れ
、

土
地
を
持
ち
主
に
返
し
た
り
他
の
使
い

道
を
考
え
た
り
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
仮
設
住
宅
の
被
災
者
の
立
場

で
考
え
る
と
…
。
別
の
仮
設
住
宅
に

引
っ
越
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

も
ち
ろ
ん
新
市
街
地
が
完
成
し
た
ら
、

ま
た
引
っ
越
し
で
す
。
短
期
間
の
う
ち

に
２
度
も
引
っ
越
し
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
僅
か
な
が
ら
残
っ
て
い
る
近
所

の
人
や
、
そ
の
周
辺
の
人
た
ち
と
仲
良

く
な
っ
た
の
に
ま
た
新
し
い
環
境
に
移

る
こ
と
は
、
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は

大
き
な
不
安
で
す
。「
市
街
地
が
で
き

る
ま
で
は
絶
対
引
っ
越
さ
な
い
」
と
移

転
拒
否
を
宣
言
す
る
被
災
者
も
い
ま

す
。
ま
だ
検
討
段
階
な
の
で
す
が
、
難

航
必
至
の
情
勢
で
す
。

　

復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
。
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

109
―

女
性
農
業
委
員
を
中
心
に

食
育
体
験
事
業
を
実
施
！

　

農
業
委
員
会
で
は
、
第
4
期
委
員
と

し
て
初
と
な
る
建
議
書
を
作
成
し
、
平

成
28
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
10
月

16
日
に
川
元
勝
利
会
長
が
岡
本
町
長
へ

提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
概
略
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
農
業
振
興

▽
農
業
政
策

①
農
業
振
興
地
域
見
直
の
早
期
着
手

②
人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
行
支
援

③
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

▽
特
産
振
興

①
美
方
大
納
言
共
同
機
械
導
入
、
作
業

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

　

農
業
委
員
会
で
は
、
食
育
や
地
産
地

消
の
推
進
の
た
め
、
特
産
美
方
大
納
言

を
使
っ
た
小
学
生
へ
の
食
育
体
験
事
業

を
、
新
温
泉
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
協
力
の
も
と
女
性
農
業
委
員
を
中
心

に
実
施
し
ま
し
た
。

◆
浜
坂
北
小
学
校

▽
と
き　

10
月
20
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　

特
別
支
援
学
級
8
名

▽
タ
イ
ト
ル　

お
は
ぎ
大
作
戦
！

▽
内
容　

女
性
農
業
委
員
に
よ
る
お
は

　

ぎ
の
調
理
実
習

◆
浜
坂
西
小
学
校

▽
と
き　

10
月
23
日
（
金
）

　

午
前
10
時
35
分
～
午
後
0
時
15
分

▽
対
象　

3
年
生
児
童　

10
名

▽
タ
イ
ト
ル　

特
産
美
方
大
納
言
で

「
ぼ
た
も
ち
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

▽
内
容　

新
温
泉
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
美
方
大
納
言
の
説
明
と

女
性
農
業
委
員
に
よ
る
ぼ
た
も
ち
の

調
理
実
習

受
委
託
体
系
確
立
、
郡
レ
ベ
ル
選
別

施
設
検
討

②
二
尾
山
団
地
指
定
管
理
方
式
の
模
索

③
畑
ケ
平
高
原
県
道
昇
格
推
進

◆
畜
産
振
興

▽ 

優
良
牛
確
保
対
策

①
優
良
牛
確
保
事
業
の
累
進
制
の
再
導

入
②
波
系
受
精
料
補
助
制
度
の
継
続
と
加

算
措
置

▽
耕
畜
連
携
の
促
進

①
協
議
会
の
立
ち
上
げ

②
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設

置
③
Ｗ
Ｃ
Ｓ
、
堆
肥
散
布
、
放
牧
場
整
備

等
▽
意
欲
あ
る
畜
産
農
家
へ
の
支
援

①
ア
パ
ー
ト
牛
舎
建
設

②
牛
舎
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

◆
農
村
環
境

▽
集
落
営
農
の
再
構
築

①
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
推
進　

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
制
度

▽
伝
統
的
な
農
業
技
術
の
伝
承

①
農
林
水
産
歴
史
伝
承
施
設
の
検
討　

町
長
へ
建
議
書
を
提
出
し
ま
し
た

浜坂西小学校での様子

浜坂北小学校での様子
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新に
い

嘗な
め

祭さ
い

で
天
皇
陛
下
が
お
供
え
さ
れ

る
米
と
粟
の
献
納
式
が
、
10
月
28
日
に

皇
居
で
行
わ
れ
、
15
府
県
の
代
表
者
が

新
穀
を
持
っ
て
参
加
。
兵
庫
県
を
代
表

し
て
川
元
勝
利
さ
ん（
熊
谷
）が
粟（
品

種
名
「
黄
金
餅
」）
を
献
穀
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
依
頼
を
受
け
た
川
元
さ
ん

は
、
関
係
機
関
（
新
温
泉
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
、
町
農
林
水
産
課
、
Ｊ
Ａ

た
じ
ま
）
の
協
力
の
も
と
、
５
月
の
耕

耘
か
ら
９
月
の
収
穫
ま
で
、
２
か
所
の

畑
合
わ
せ
て
約
5
ア
ー
ル
で
丁
寧
に
栽

培
し
て
き
ま
し
た
。
害
虫
や
鳥
害
の
予

防
、
倒
伏
防
止
な
ど
、
気
を
使
う
毎
日

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
収
穫
量
は
約
25
㎏

で
、
そ
の
内
の
５
合
（
７
５
０
ｇ
）
を

献
穀
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
一
部
は
、
新
温
泉
町
文
化

祭
温
泉
会
場
で
、
ぜ
ん
ざ
い
の
餅
と
し

て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
語
教
室
（
中
学
生
以
上
対
象
）

　

▼
と　

き　

月
２
回
（
日
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分
）

　

▼
と
こ
ろ　

多
目
的
集
会
施
設　

　

▼
講　

師　

キ
ム　

テ
ヒ
ョ
ン
さ
ん
、
コ
ン　

ヒ
ョ
ア
ン
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
大
学
に
留
学
中　

南
ソ
ウ
ル
大
学
生
）

英
会
話
教
室
（
中
学
生
以
上
対
象
）

　

▼
と　

き　

月
3
回
（
水
曜
日　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分
）

　

▼
と
こ
ろ　

多
目
的
集
会
施
設　

　

▼
講　

師　

ジ
ョ
ン
先
生
（
浜
坂
中
学
校
外
国
語
指
導
助
手
）

　

※
ど
ち
ら
の
教
室
と
も

　

▼
費　

用　

国
際
交
流
協
会
年
会
費　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

受
講
料　

１
０
０
０
円
／
月

　

▼
申
込
み　

新
温
泉
町
役
場
商
工
観
光
課
内　

℡
82
‐
５
６
２
５

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
か
ら

「
英
会
話
教
室
」
「
韓
国
語
教
室
」
の
ご
案
内

◆キム　テヒョン　さん

▽出身　韓国慶尚北道大邱市
▽趣味　スポーツ全般

◆コン　ヒョアン  さん

▽出身　韓国京畿道平沢市
▽趣味　スポーツ、ゲーム

 

川
元
勝
利
さ
ん
（
熊
谷
）

　
　

天
皇
陛
下
へ
粟
を
献
穀

※
新
嘗
祭
と
は
…
豊
作
を
報
告
し
感
謝

す
る
た
め
、
毎
年
11
月
23
日
に
天
皇

が
そ
の
年
の
新
穀
で
あ
る
米
と
粟
を

お
供
え
さ
れ
、
自
ら
も
召
し
上
が
ら

れ
る
伝
統
的
な
祭
儀

皇居で記念撮影する川元さんご夫婦

献納式を終え、岡本町長に報告する川元さん
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社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

　

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
に
つ
い
て

広報しんおんせん（11月号）

H27（2015）.11.12

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通

知
カ
ー
ド
」
を
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た

世
帯
ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
の
発
送
は
、
国
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
行
わ
れ
、
各
自
治

体
で
発
送
時
期
が
異
な
り
ま
す
。ま
た
、

町
内
で
も
お
手
元
に
届
く
ま
で
に
時
間

差
が
生
じ
ま
す
。
到
着
ま
で
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

◆
送
付
に
つ
い
て

▽
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。
ご
不
在

の
場
合
は
郵
送
物
等
不
在
連
絡
票
が

入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
の
保
管
期

間
内
に
、
不
在
連
絡
票
に
基
づ
き
再

配
達
等
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
郵
便
局
の
保
管
期
間
が
経
過
し

た
通
知
カ
ー
ド
は
役
場
に
返
送
さ
れ

ま
す
。
役
場
町
民
課
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

▽
転
送
不
要
で
送
付
し
ま
す
。
住
民
票

の
住
所
と
異
な
る
場
所
に
住
ん
で
い

て
郵
便
物
の
転
送
設
定
を
し
て
い
て

も
転
送
先
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
通
知
カ
ー
ド
は
役
場
に
返

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
課
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
役
場
で
受
け
取
り
の
際
は
、
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
皆
様
の
お
手
元
に

お
届
け
す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。
会
社
等
に
提
出
す

る
た
め
、
お
急
ぎ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
な
方
は
、
住
民
票
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
３
０
０
円

の
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

▼
問
合
せ

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

※
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

※
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
上
記
ダ
イ
ヤ
ル

　

に
繋
が
ら
な
い
場
合
は
、

　

℡
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
９
４
０
５

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
通
話
料
が
か
か
り

　

ま
す
。

▼
制
度
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.cas.g

o
.jp
/jp
/

seisaku/bangoseido/

▼
申
込
期
間

　

11
月
24
日（
火
）
～
12
月
8
日（
火
）

▼
募
集
す
る
園
・
申
込
み
先

※
入
園
申
込
書
は
各
園
に
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
こ
ど
も
園
を
利
用
し
て
い
て

継
続
利
用
希
望
の
方
は
、「
支
給
認

定
現
況
届
」の
提
出
に
な
り
ま
す
。

▼
保
育
料

◇
教
育
認
定　

１
万
円（
給
食
費
含
む
）

◇
保
育
認
定

◎
保
育
認
定
は
、「
保
育
標
準
時
間
」と

「
保
育
短
時
間
」の
区
分
に
よ
り
保
育

料
が
異
な
り
ま
す
。

◎
保
育
料
の
額
は
、
保
護
者（
生
計
の

中
心
者
が
児
童
の
父
母
以
外
の
場
合

は
そ
の
中
心
者
も
含
む
）の
住
民
税

の
課
税
状
況
に
よ
り
区
分
し
た
金
額

と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
基
準
に
よ
り
多
子
世
帯
保
育

料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
入
基
準
及
び
入
園
対
象
者

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

こ
ど
も
育
成
係

　

℡
82
‐
５
６
２
７（
ま
た
は
各
園
へ
）

認定区分 対象年齢 対　象　者

1 号認定
（教育認定）3～ 5歳児

3歳以上で、保育を必要とせず、教育を
希望される場合
※平成 28年度から 3歳児の受入も行います

2号認定
（保育認定）３～５歳児

３歳以上で保護者の就労や出産などの理
由で、保育を希望される場合

３号認定
（保育認定）０～２歳児

０歳～２歳児で保護者の就労や出産など
の理由で、保育を希望される場合

園　名 電話番号

町
立

浜坂
認定こども園 82-1360

大庭
認定こども園 82-1239

ゆめっこ
認定こども園 92-1095

私
立
明星
認定こども園 82-4831

    

浜
坂
・
大
庭
・
ゆ
め
っ
こ
・
明
星
認
定
こ
ど
も
園

　
　

平
成
28
年
度 

入
園
児
募
集
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【 

種
牛
の
部
１
部 

】（
１
月
か
ら
３
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス　

32
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

こ
す
ぎ　
　
　
　
　

岸
田
・
田
中
孝
広

　
　
　
　
　

二
席　

と
み
ひ
め　
　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

三
席　

つ
る
あ
き
１
の
２　

塩
山
・
山
本
隆
章

　
　
　
　
　

四
席　

ち
よ
ひ
め
2　
　
　

丹
土
・
西
坂
嘉
津
美

　
　
　
　
　

五
席　

と
し
た
だ　
　
　
　

飯
野
・
中
井　

勝

【 

種
牛
の
部
２
部 

】（
４
月
か
ら
５
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス　

31
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

さ
ち
ふ
く　
　
　
　

久
斗
山
・
中
村
文
吾

　
　
　
　
　

二
席　

た
か
ひ
め
6　
　
　

多
子
・
竹
下
与
輔

　
　
　
　
　

三
席　

な
な
ひ
め
ひ
ろ
3　

丹
土
・
西
坂
嘉
津
美

　
　
　
　
　

四
席　

ち
は
る
10　
　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

五
席　

し
ず　
　
　
　
　
　

塩
山
・
山
本
智
明

【…

肉 

用 

牛 

の 

部 

】   （
概
ね
７
月
末
ま
で
に
去
勢
し
た
牛　

14
頭
）

　

金　

賞　

一
席　

福
富　
　
　
　
　
　

飯
野
・
村
尾
賢
一

　
　
　
　
　

二
席　

丸
悠　
　
　
　
　
　

丹
土
・
但
馬
牧
場
公
園

　
　
　
　
　

三
席　

芳
花　
　
　
　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

四
席　

金
太
郎　
　
　
　
　

中
辻
・
高
美　

治

　
　
　
　
　

五
席　

鶴
山　
　
　
　
　
　

切
畑
・
倉
田
拓
磨

第
10
回 

新
温
泉
町
子
牛
共
進
会　

　

10
月
6
日
、
歌
長
の
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
第
10
回
町
子
牛
共

進
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
和
牛
改
良
と
畜
産
振
興
へ
の
意
欲
向
上
な
ど
を
め
ざ

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
１
月
か
ら
５
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た

77
頭
が
、
体
（
頭
、
胴
、
脚
）
の
バ
ラ
ン
ス
や
発
育
状
況
、
皮
膚
、
毛
並
み
な

ど
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
審
査
員
長
の
村
尾
忠
司
・
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
畜
産
課
長

は
「
今
年
の
出
品
牛
は
全
体
的
に
発
育
状
況
が
良
い
。
こ
れ
か
ら
ど
う
育
つ
か

楽
し
み
で
す
」
と
講
評
し
て
い
ま
し
た
。

　

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課　

農
政
畜
産
係　

℡
82
‐
５
６
２
６

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

種牛の部１部で一等賞一席に選ばれた「こすぎ」号
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
1
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

牛
ヶ
峰
山
を
観
光
資
源
に

　

越
坂
区
に
所
在
す
る
牛
ケ
峯
山

は
、
昔
よ
り
因
幡
・
但
馬
の
両
国
が

祭
祀
し
た
「
蔵
王
権
現
釈
迦
無
牟
如

来
」
を
中
心
に
牛
ケ
峯
寺
（
海
上
）

金
剛
寺
（
豊
岡
市
金
剛
寺
村
）
に
祭

祀
し
て
近
隣
で
も
有
名
な
山
で
す
。

　

７
月
18
日
の
祭
祀
日
に
は
、
昔
は

両
国
の
青
年
に
よ
る
角
力
大
会
も

あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
近

年
は
、
祭
日
に
登
山
す
る
人
も
少
な

く
、
畜
牛
を
中
心
に
さ
び
し
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
も
、
近
年
「
足
利
尊
氏

の
来
訪
し
た
棟
札
（
写
し
）」
や
寛

政
２
年
（
１
４
６
１
年
）
の
近
隣
合

掌
の
地
滑
り
復
旧
協
力
の
詳
細
資
料

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
大
観
光
地
に
な
る
こ
と
も
夢
で

は
な
い
の
で
は
…

（
千
谷　

大
上
敏
男
さ
ん
）

　

こ
の
た
び
は
牛
ケ
峰
山
の
観
光
利

用
に
つ
い
て
、
ご
提
案
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
牛
ケ
峰
山

が
あ
る
越
坂
村
の
「
越
」
の
字
を

「
ク
ォ
ツ
（
オ
ツ
）」
と
読
む
こ
と
か

ら
も
平
安
中
期
以
降
に
で
き
た
と
言

わ
れ
て
い
る
古
い
村
で
す
。

　

牛
ケ
峰
山
に
あ
る
牛
ケ
峰
神
社
の
起

源
は
奈
良
時
代
と
も
言
わ
れ
、
現
在
面

沼
神
社
（
竹
田
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る

「
銅
像
半
跏
思
惟
弥
勒
菩
薩
像
」
も
以

前
は
牛
ケ
峰
神
社
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
牛
ケ
峰
神
社
は
「
牛
の
神
」
と

し
て
、
新
温
泉
町
内
の
畜
産
農
家
を
初

め
、
鳥
取
県
の
岩
美
町
や
国
府
町
か
ら

も
参
拝
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
上
区
に
あ
る
牛
峰
寺
も
以

前
は
牛
ケ
峰
山
に
あ
り
、
現
在
牛
峯
寺

に
安
置
さ
れ
て
い
る
町
指
定
文
化
財

「
蔵
王
権
現
像
（
室
町
時
代
の
作
）」
は
、

古
く
は
鳥
取
県
の
三
徳
山
や
香
美
町
の

三
川
山
の
「
蔵
王
権
現
」
と
と
も
に
三

大
権
現
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
牛
ケ
峰
山
の
歴
史
は
古

く
、
ま
た
但
馬
・
因
幡
の
人
た
ち
の
交

流
も
盛
ん
だ
っ
た
場
所
で
す
。
毎
年
地

牛ヶ峰山からの眺望

元
の
八
田
財
産
区
の
皆
さ
ん
が
中
心
に

な
っ
て
、
登
山
道
の
清
掃
・
草
刈
を
さ

れ
て
お
り
、
７
月
18
日
の
祭
祀
日
に
は

山
頂
付
近
に
あ
る
牛
ケ
峰
神
社
に
参
拝

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
一
大
観
光
地
も
夢
で
は
な

い
」と
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

地
元
八
田
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
牛
ケ
峰
山
周
辺
の

歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
取
り
組
み

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
の
活

用
に
つ
い
て
、
助
言
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
生
涯
教
育
課
長　

清
水
吉
晴
）
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　秋になると岸田川沿いの土手で沢山のアザミが
咲きます。その中の一つに、ホッコクアザミ（北
国薊）があります。図鑑を見ると、ハクサンアザ
ミの変種で低地型ということですが、町内では、
標高の高い上山林道でも、低地の岸田川河口でも
見られます。初めてこの名前を聞いた時は、新し
い植物との出会いに感動するとともに、ますます
分らなくなるアザミの世界に戸惑ったものです。
　アザミは花の付き方、総

そう

苞
ほう

片
へん

の付き方、花時に
根
こん

生
せい

葉
よう

があるかないかなどで種名が判明するとさ
れますが、多くのアザミが自然交配して雑種も多
いので、判定はなんとも難しいように思います。
ホッコクアザミは草丈 100～ 150cmで茎の上部
で分枝、枝先に１～２個の花を横向き、あるいは
下向きにつけます。花は細い小さな管

かん

状
じょう

花
か

が集
まって頭花を作っており、幅、長さ共に１㎝で、
色は薄い赤紫ですが、総苞片の先が反り返ってい
る事と、濃

のう

紫
し

色
しょく

を帯びているのが、この花の一番
の特徴だと思います。
　アザミの語源ですが、刺のある葉や茎のチクチ
クするものを、古くは「あざむ」と言い、「アザミ」
となったという説があります。
　また、花言葉はその刺から、「独立」｢報復｣ で、
スコットランドでは、アザミのおかげで戦いに勝
利したという故事から、国花に指定されているそ
うです。
　　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

ホッコクアザミ
…（キク科）

 野草散歩（59)

国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

国民年金の任意加入制度のご案内
　老齢基礎年金（65 歳から受けられる年金）は、
20歳から 60歳になるまでの 40年間保険料を納め
なければ、満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の
納付済期間が 40 年間に満たない場合は、60 歳か
ら 65歳になるまでの間に国民年金に任意加入して
保険料を納めることにより、満額に近づけることが
できます。
　任意加入できるのは、次の①～③の全ての条件を
満たす方です。
①日本国内に住所を有する 60 歳以上 65 歳未満で
　あること
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていないこと
③ 20 歳以上 60 歳未満までの保険料の納付月数が
　480 月（40年）未満であること
　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納
付済期間や保険料の免除期間等が原則として 25年
以上必要となります。この要件を満たしていない場
合は、70 歳になるまで任意加入することができま
す。詳しくは、年金事務所又は役場町民課にお問い
合わせください。

11 月は「ねんきん月間」
11 月 30 日は「年金の日」です

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、
毎年 11月を「ねんきん月間」と位置づけ、国
民の皆さまに公的年金制度に対する理解を深め
ていただくための普及・啓発活動を行います。
　また、11 月 30 日は、ご自身の年金記録や
年金受給見込み額を確認し老後の生活設計に思
いを巡らしていただく「年金の日」となってい
ます。ぜひ、この機会に「ねんきんネット」を
ご利用ください。
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「11月のおすすめの本」
ご案内

ラジオ深夜便  珠玉のことば
ラジオ深夜便編集部/NHKサービスセンター

　真夜中に静かに流れてくる「ラジオ深夜
便」。各界で活躍する達人たちが味わい深
い話を語り、時に私たちを元気づけ、心
を癒してくれる。そんな言葉の数々から
100編を選りすぐった、人生を豊かにす
る珠玉の1冊。

猟師が教える  シカ・イノシシ利用大全
田中康弘著/農文協

　近年増え続けている農作物への獣害。
しかし発想を変えれば有効な資源として
活用することができる。食べる・皮や角
の利用・捕る・売る、など多方面で挑戦
している実例を多数紹介。みんなの知恵
で獣害を地域の宝へ。

水やりはいつも深夜だけど
　窪美澄著 / 角川書店

　少女だった自分の傷におびえるセレブ
ママ。家族との関係に悩む夫。父の再婚
にとまどう女子高生など、思い通りにな
らない毎日と言葉にできない本音を抱え
て、それでも家族は一緒に歩んでいく…。
家族の今を描いた5つの物語。

はなちゃんのみそ汁
安武信吾・千恵・はな原作、魚戸おさむ絵 / 講談社

　5歳のはなちゃんは、料理も洗濯も掃
除もできます。それは、がんで残り少な
い命を覚悟したお母さんが、「ひとりで
も生きていける力」を娘に伝えるために、
教えてくれたから…。感動の実話がみん
なに読んでもらえる絵本になりました。

つきよのうた
はせがわさとみ作 / 文溪堂

　きれいな月夜に、こぐまはたぬきから
「お月見しよう」と手紙をもらいました。
こぐまは、楽しい歌をお土産にしたので
すが、突然強い風が吹いてきて…。森の
動物たちのかわいい、心あたたまるお話。

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆12月12日（土）　午後2時～
　『てぶくろ』 他

大人が集うおはなし会　　                             
特別企画「能楽にふれてみませんか②」    
今回も気軽にふれてみる「能楽ミニ講
座」です。興味のある方は、ぜひご参
加下さい。
◆12月9日（水）　午前10時30分～
　京都の伝説より  『鉄

かな

輪
わ

』

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

長期休館のお知らせ 　　　  
特別図書整理（蔵書点検等） 及びシ
ステム更新により休館します。
◆とき　11月16日（月）～30日（月）

11 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日



　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

催
し
、
3
市
3

町
の
見
ど
こ
ろ

を
確
認
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ

ー
ク
を
訪
れ
る

観
光
客
に
、
わ
が
町
の
見
ど
こ
ろ
を
紹

介
し
た
り
、
訪
れ
た
方
々
と
交
流
し
た

り
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
町
で
は
ガ
イ
ド
の

方
法
や
語
学
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
館

や
名
勝
天
然
記

念
物
但
馬
御
火

浦
、
湯
村
温
泉

な
ど
に
早
速
、

出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る
重
要
な
活
動

は
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

は
、
実
際
に
出
か
け
て
行
っ
て
地
球
遺

産
を
見
学
し
た
り
、
学
ん
だ
り
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
生
か
し
て
経
済

活
動
を
活
発
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
ジ

オ
パ
ー
ク
の
ね
ら
い
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
生
か
す
に
は
、
地
元

の
人
が
地
域
を
理
解
し
た
う
え
で
他
地

域
の
方
々
を
呼
び
寄
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
ジ
オ
パ
ー

ク
館
で
は
、
町

内
に
出
向
い
て

山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
特
徴

を
理
解
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
3
年
前
か
ら
は
町
民

対
象
の
「
ジ
オ
見
学
会
」
を
年
6
回
開
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く
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク　
　
　

     

ジ
オ
パ
ー
ク（
大
地
の
公
園
）

と
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 66

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外

の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

「ふるさと講座」浜高 1・3 年生

山陰最大の銚子山古墳（京丹後市）見学神戸ウォーキング協会来館
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【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
２
０
７
０
（
直
通
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ｆ
さ
ん
（
70
歳
）
男
性

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
個
人
情
報
を
調
査
し
て
い
ま
す
」

と
訪
ね
て
来
た
女
性
に
「
資
産
や
保
険

の
状
況
を
調
べ
て
い
る
の
で
、
預
金
通

帳
と
保
険
証
書
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
。
不
審
に
思
い
「
役
場
に

相
談
し
ま
す
」
と
伝
え
る
と
、
急
用
が

で
き
た
と

帰
っ
て
行

っ
た
。
自

宅
に
役
場

の
職
員
が

来
る
こ
と

が
あ
る
の

か
知
り
た

い
。

■
国
県
や
町
役
場
の
職
員
が
自
宅
に
訪

問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
手
続

き
等
で
国
県
や
町
役
場
の
職
員
が
家
族

構
成
、
資
産
や
年
金
、
保
険
の
状
況
を

尋
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
が
あ
る
場
合
は
直
ぐ
に
切
り
、
来

訪
者
が
居
座
っ
て
帰
ら
な
い
場
合
な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
に
注
意
！

は
、
警
察
等
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

金
銭
の
要
求
を
さ
れ
て
も
決
し
て
支

払
わ
な
い
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
は

「
通
知
カ
ー
ド　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交

付
申
請
書
在
中
」
と
赤
字
で
書
か
れ
た

封
書
が
各
世
帯
に
簡
易
書
留
で
届
き
ま

す
。「
な
り
す
ま
し
」
の
郵
便
物
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。　

■
こ
ん
な
事
例
も
あ
り
ま
す

　
「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
依
頼
は

詐
欺
の
手
口
で
す
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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まちの求人案内

　（パート）
平成 27年 10月 20日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8時 30分～午後 8時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 200 ～ 220

准看護師 不問 200 ～ 210

㈱たじみや
事務職 45 以下 200 ～ 400
食品工場生産管理 40 以下 187 ～ 300
食品工場作業員 59 以下 138 ～ 146

㈱マル海渡辺水産
営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350
事務員 不問 155 ～ 195
調理師 不問 190 ～ 250

㈱マルワ渡辺水産
保冷車運転 64 以下 250 ～ 400
レジ係 不問 138 ～ 146
鮮魚 不問 190 ～ 250

㈱菊池組 土木・技術監督 不問 168 ～ 300
土木作業員 不問 170 ～ 190

やすこ歯科医院 歯科衛生士 不問 175
㈱メフィス 給食調理 59 以下 136 ～ 146
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 175 ～ 225
㈱円山菓寮 営業 59 以下 170 ～ 270
㈱美方モータース 自動車整備士 不問 137 ～ 220
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 133 ～ 142
㈱織戸組 現場作業員 不問 166 ～ 302
フジコン食品㈱ 計量・包装 不問 126 ～ 127
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 50 以下 151 ～ 324
セコム㈱ 機械警備 18 以上 170
グループホームありがとう 介護員 不問 136 ～ 160
㈲西浦建築 大工 不問 280 ～ 380
株本建設㈱ 営業 30 以下 157 ～ 265
㈱リフティングブレーン 計量・包装 不問 159 ～ 168
㈱エコール 塾講師 不問 180 ～ 250
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 138 ～ 172
特定非営利活動法人にーず 看護職 不問 172 ～ 207
大盛フードサービス 調理・清掃 不問 180 ～ 200

（温泉地域）
㈱井筒屋 サービススタッフ 60 以下 209 ～ 254

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 181 ～ 183

特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 139 ～ 163

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 178 ～ 245
介護員 不問 161 ～ 180

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 140
㈱光商会 スタッフ 不問 154 ～ 206
赤坂土建㈱ 土木技術者 不問 200 ～ 300

㈱朝野家

予約係 不問 150 ～ 170
営業係 18以上 150 ～ 170
販売係 不問 150 ～ 170
客室係 不問 194 ～ 216

㈲清美社 下水道維持管理 45 以下 155 ～ 220
㈲湯村炊飯センター 炊飯作業員 不問 160 ～ 180
㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64以下 138 ～ 350
㈱みさき 営業 35以下 206 ～ 235
㈱荒湯観光センター 販売店員 45以下 136 ～ 138
㈱とみや旅館 客室係 不問 194
湯快リゾート㈱ ホテル運営 59以下 200 ～ 300
㈱米安商会 作業員 不問 140 ～ 160

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝、販売 不問 900 ～ 1,000
たじま農協 訪問介護員 不問 794 ～ 2,100
㈱アルファコーポレーション 保育・家事代行 不問 1,100～2,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
レジ係 不問 800～ 850
惣菜係 不問 850～ 870
フロント係 不問 800～ 1,000

ミネル㈱ 塾講師 不問 1,200～1,800

㈱マル海渡辺水産
販売店員 不問 800 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 800 ～ 1,000
調理補助 不問 800 ～ 1,000

㈱メフィス 給食調理補助 59 以下 795
特定非営利活動法人にーず 看護職 不問 1,100
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000～1,200
新温泉土木事務所 技術嘱託員 不問 1,273

㈱さとうフレッシュフロンティア 食品レジ 不問 794 ～ 944
鮮魚売場 不問 794 ～ 944

ラスベガス浜坂店 開閉店作業員 20 以上 1,000～1,200
ホールスタッフ 20 以上 1,000

㈱リフティングブレーン 食品の包装 不問 1,000～1,050
㈱コメリ 販売員 不問 800 ～ 1,013
グループホームありがとう 介護員 不問 850 ～ 1,000
㈲西浦建築 広報 不問 800
㈱ナカケー 販売 不問 800
フジコン食品㈱ 計量・包装 18 以上 1,000

㈲山米鮮魚 事務員 不問 794 ～ 850
販売・加工 不問 794 ～ 850

（温泉地域）
特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 860 ～ 1,000

調理員 不問 800 ～ 850

㈱井筒屋

料飲係 18 以上 950
まかない係 不問 800 ～ 850
食事会場スタッフ 不問 950
宴会場サポート 18 以上 950 ～ 1,000

ケービックス㈱ 作業リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 800 ～ 820

㈱ナカケー 販売レジ 不問 800 ～ 950
調理・加工・販売 不問 800

㈱エミュー エステ・リラク 18 以上 1,000～1,652

湯快リゾート㈱

ナイトフロント 18 以上 800 ～ 1,000
施設管理 不問 800 ～ 1,125
調理補助 不問 800 ～ 1,125
フロント予約 不問 800 ～ 1,125
レストラン 不問 800 ～ 1,125

㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 794
㈱マルワ　湯村温泉魚と屋 配膳・接客 不問 800 ～ 1,000
㈱松元商店 コンビニ店員 18 以上 800 ～ 1,000

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（常　用）
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新温泉町文化会館だより
－問合せー　新温泉町文化会館…℡…82-3328…

第 17 回交流グラウンドゴルフ大会開催報告

住民交流学習「第４回人権講座」開催報告

人権コーナー（前回の答え）

　秋の深まりを感じる季節のなか、10月 17日、浜坂多目的公園グラウンドゴルフ場で「第 17回交流グ
ラウンドゴルフ大会」を開催しました。

　本年度第４回目の人権講座を９月 24日に開催しました。今回の人権講
座は浜坂３区の地区人権学習会と合同で開催し、51人が受講しました。
　今回は、「障がいのある方に関する人権問題」をテーマに発達障がいを
持つ主人公の社会での生きづらさや、違いを認めないことによる差別を描
いた人権啓発ドラマ『コスモスの咲く日』を視聴後、坂本和夫町人権啓発
指導員から、町内での障がい者団体の実情などを紹介していただき、まだ
まだサポートが必要であること。また、もっと関心を持ってもらえるよう
訴えられました。

【ほじょ犬マーク】身体障がい者補助犬同伴の啓発
のためのマーク。補助犬は、体の不自由な
方のために働いています。お店の入口など
でこのマークを見かけたり、補助犬を連れ

ている方を見かけた場合は、理解し協力しましょう。
【うさぎマーク】耳の不自由な人にも配慮してつく

られたおもちゃにつけられるマーク。音が
聞こえなくても楽しむことが出来るよう工
夫されているものです。他にも、目の不自

由な方も楽しく遊べると認められたおもちゃについ
ている「盲導犬マーク」もあります。

【オストメイトマーク】オストメイト（人工肛門・
人工膀胱を使用している人）を示すマーク。
このマークを表紙しているトイレを見かけ
た場合には、必要な方のために使用につい

て考慮しましょう。

【聴覚障がい者マーク】聴覚障がいであることを理
由に免許に条件を付されている方が運転す
る車に表示するマーク。このマークや高齢
者マーク等を表示している車両には特に思

いやりのある運転に心がけましょう。
【マタニティーマーク】妊産婦が交通機関等を利用

する際に身につけ、周囲が妊産婦への配慮
を示しやすくするマーク。このマークを見
かけた方は、電車で席をゆずる。たばこの

煙に気をつけるなどの配慮をしましょう。
【耳マーク】聞こえが不自由なことを表す、国内で

使用されているマーク。聴覚障がいの方は
見た目には分かりません。このマークを提
示された場合は、相手が「聞こえない」こ

とを理解し、コミュニケーションの方法への配慮に
ついて考えましょう。

　今大会は、近隣 10町内会・一般参加者以外に、ふれあい交流遠足のささゆり
の小学生と保護者の方が参加し、78 人のま
さに老若男女が一緒にプレーし交流を深めま
した。競技が始まると、小学生がベテランプ
レーヤーに基本を教わったり、小学生の珍プ
レーが大人を笑わせたりと、真剣な中にも和
やかな雰囲気が流れ、楽しい時間を過ごすこ
とが出来ました。
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　10 月 21 日、浜坂中学校ランチルーム（学校給食セ
ンター２階）で「学校給食試食会」を行い、44 人が参
加しました。
　最初に、学校給食センターの概要や衛生管理、学校給
食の位置づけや献立の説明などを行いました。
　続いての試食では、町内産の魚のすり身を使った「手
作り魚

ぎょ

ロッケ」や町内産のごはんなどを提供。参加者か
らは「どの料理もおいしい」「魚ロッケは野菜もたくさ
ん入っていて健康的」など好評でした。

「赤イカ」美味しい！

学校給食 いただきました

　地元で水揚げされた「赤イカ」の美味しさを知ってもら
おうと、浜坂漁協の「但馬西部沿岸一本釣協議会」から赤
イカ71㎏が無償提供され、10月27日の給食で、町内の
小中学校の児童・生徒が赤イカを味わいました。
　この日のメニューは、浜坂竹輪や湯葉のすまし汁など
地元食材を使ったもので、赤イカは厚みのある天ぷらと
なってテーブルにならびました。照来小学校の児童たち
は「思ったよりやわらかくて美味しい」と好評で、美味し
そうに味わっていました。

　10月 21日、夢ホールで、新温泉町高齢者大学の「と
ちのみ学園学園祭」を行い、学園生など約 130 人が参
加しました。午前は、学園生活での体験を 4人が発表。
午後は、ダンスや民謡、カラオケやフラダンスなどクラ
ブ活動の成果を披露しました。
　併せて、10月 20 日、21 日の 2日間、新温泉町民セ
ンターで作品展を行いました。
　10 月 15 日には、浜坂多目的集会施設で「宇都野学
園学園祭」を行っています。

日ごろの学習や活動の成果を発表

広報しんおんせん（11月号）

　どんぐりに爪楊枝を刺して自作の「どんぐりこま」を
作り、どれだけ長く回し続けられるかを競う「どんぐり
ごま大会」が 10月 17日、牧場公園で行われました。
　会場では、用意したドングリをじっくり選ぶ人、工具
を使って軸を調整する人、タイムを測る前に練習する人
などさまざま。コマを回し始めると賑やかな会場も息を
のみ、長く回ったコマには歓声が上がりました。
　大人から子どもまで、お金のかからない「昔ながらの
自然遊び」を楽しみました。

上手に長く回るかな？

H27（2015）.11.12
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　10月 6日、酒造りシーズンを前に、但馬杜氏組合「酒
造安全祈願祭」が湯区の八幡神社で行われ、組合員など
30人が酒造りの安全を祈願しました。
　田中博和組合長は「最近の傾向は純米酒や純米吟醸酒
が人気で、但馬杜氏の腕の見せどころ。健康第一で良い
日本酒を造っていただき、来春お会いしましょう」とあ
いさつしました。
　今年の新温泉町の杜氏は 17人。来年の春、美味しい
日本酒を持って帰ってきてください。　

酒造りの安全を祈願

大きなサツマイモが採れたよ

まちの話題
すけっちしんおんせ

ん
すけっちしんおんせ

ん

広報しんおんせん（11月号）

　七釜温泉ゆ～らく館が、平成 17年の開館から今年で
10 周年を迎え、10 月 4 日、当館前の駐車場などで記
念イベントが行われました。
　会場には、観光客や地元の方など多くの人が集まり、
お楽しみ抽選会やアトラクション、振る舞い鍋などで盛
り上がりました。
　2回行われた餅まきでは、無料入浴券が入った餅が含
まれていて、参加者は手を懸命に伸ばして餅をキャッチ
していました。

ゆ～らく館　開館 10 周年

　10月 8日、秋のさわやかな天候のもと「霧ヶ滝トレッ
キング」が行われ、町内外から 37人が参加しました。
　登山口から霧ヶ滝までの 2.4㎞の道のりを、途中、観
察ガイドから栃や桂などの巨木の説明を受けたり、山野
草を眺めたりして、ゆっくり進み、約 2時間かけて到
着しました。
　霧ヶ滝では、昼食を取ったり、記念撮影をしたりして、
約１時間滞在。紅葉には少し早い時期でしたが、美しい
滝に皆さんが感動していました。

　10 月 13 日、浜坂認定こども園の園児 129 人がサツ
マイモの収穫を行いました。
　畑は同園の隣にあり、サツマイモは 5月下旬に種植
えを行いました。種植えから収穫まで園児の祖父母の
方々に協力していただき、大きなサツマイモがたくさん
採れました。
　収穫したイモは、その日の昼に「蒸かしイモ」にして
みんなで食べました。イモのつるはクリスマスリースの
材料にするそうです。　

秋の霧ヶ滝を散策
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H27（2015）.11.12

ご
案
内

広報しんおんせん（11月号）

I N F O R M A T I O N
杉
谷
徳
治 

趣
味
の
世
界 

其
の
参 

「
手
描
き
凧
展
」

　

杉
谷
徳
治
さ
ん
（
千
谷
）
の
作
品
展
。

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
今
回
は
、

「
手
描
き
凧
」
約
１
５
０
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

連
凧
・
角
凧
・
豆
凧
、
迫
力
の
あ
る

特
大
武
者
絵

、
か
わ
い
い

お
と
ぎ
話
・

昔
ば
な
し
の

絵
な
ど
さ
ま

ざ
な
形
や
和

風
の
絵
柄
を

お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
26
日
（
木
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

※
毎
週
月
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

労
働
保
険
適
用
推
進
強
化
月
間

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
推
進
強
化

月
間
」
で
す
。
労
働
者
を
１
人
で
も
雇

い
入
れ
た
事
業
主
は
、
労
働
保
険
の
加

入
手
続
き
を
し
て
、
労
働
保
険
料
を
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

但
馬
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
５
１
４
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
６　

お
知
ら
せ

第
37
回
ふ
る
さ
と
の
心
を

う
た
う
但
馬
合
唱
祭

　

但
馬
各
地
の
合
唱
団
体
が
一
堂
に
会

し
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

▼
と
き　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

豊
岡
市
民
会
館　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
団
体　

　

但
馬
地
域
の
小
・
中
・
高
校
の
合
唱
団
体

　

但
馬
地
域
の
一
般
合
唱
団
体

ふ
る
さ
と
但
馬　
　
　
　

学
生
フ
ェ
ア
２
０
１
５

　

但
馬
の
企
業
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る

皆
さ
ん
、
直
接
人
事
担
当
者
と
相
談
・

面
談
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
11
日
（
金
）

　

午
後
2
時
～
4
時（
受
付
は
１
時
～
）

▼
と
こ
ろ

　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ（
豊
岡
市
）

▼
対
象
者

◇
平
成
28
年
3
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

◇
平
成
25
年
3
月
以
降
大
学
等
卒
業
の

未
就
職
者

▼
参
加
企
業
数　

約
20
社
（
予
定
）

▼
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

職
業
相
談
第
二
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

▼
問
合
せ　

但
馬
ふ
る
さ
と
芸
術
文
化
振

　

興
事
業
実
行
委
員
会
（
但
馬
文
教
府
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　
「
最
近
眠
れ
な
い
」「
ア
ル
コ
ー
ル
の

量
が
増
え
て
き
た
」
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

健
康
や
認
知
症
の
対
応
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
な
ど
、
家
族
の
方
で
も
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
制
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

▼
担
当　

　

但
馬
病
院
精
神
科
医
師
、
保
健
師

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
予
約
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

　

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０
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【広告】

12
月
１
日
か
ら
『
国
民
健
康

保
険
証
』
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
12
月

１
日
か
ら
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◇
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
ハ
サ
ミ

で
切
る
な
ど
し
て
各
自
で
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
住
民
票
が
新
温
泉
町
に
な
い
学
生
の

方
で
、
学
生
用
の
保
険
証
が
必
要
な

方
は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
、
在
学
証
明
書
か
学
生
証

の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。

＊
新
温
泉
町
に
住
所
の
な
い
方
で
、
施

設
入
所
ま
た
は
学
生
で
な
い
方
は
、

原
則
、
新
温
泉
町
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◇
保
険
証
裏
面
で
、
臓
器
提
供
が
意
思

表
示
で
き
ま
す
。（
15
歳
以
上
の
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
記
入
で
き
ま
す

が
、
臓
器
や
年
齢
に
よ
っ
て
は
制
限

が
あ
り
ま
す
。）

◇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
は
、
主
治
医
や

薬
剤
師
と
相
談
の
う
え
、
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

　

温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

募　

集

雪
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

園
田
学
園
女
子
大
学
に
短
期
留
学
中

の
大
学
生
と
楽
し
く
、
文
化
交
流
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程　

12
月
10
日（
木
）～
13
日（
日
）

▼
宿
泊
数　

３
泊

▼
募
集
数　

２
家
庭

▼
来
町
す
る
学
生　

南
太
平
洋
大
学
と

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
工
科
大
学
か
ら

の
留
学
生
が
１
名
ず
つ

▼
応
募
期
限　

11
月
27
日
（
金
）

▼
そ
の
他

◇
園
田
学
園
女
子
大
学
と
協
会
か
ら
薄

　

謝
を
ご
用
意
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会

　

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５

町
民
交
流
書
道
展

　

町
で
は
、
前
衛
書
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で

あ
る
宇
野
雪
村
を
顕
彰
す
る
と
と
も

に
、
書
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、「
宇

野
雪
村
賞
全
国
書
道
展
」を
は
じ
め「
新

温
泉
町
小
中
学
生
書
作
品
展
」、「
新
温

泉
町
新
春
書
き
初
め
展
」
な
ど
、書
道
・

習
字
に
関
す
る
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
書
道
を
志
す
町
民
の
交

流
と
親
睦
を
図
る
機
会
と
し
て
、
第
６

回
「
書
の
ま
ち 

新
温
泉 

町
民
交
流
書

道
展
」
の
展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
作
品
展
期
間

　

１
月
16
日
（
土
）
～
31
日
（
日
）

▼
展
示
場
所　

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
18
歳
以
上

（
高
校
生
は
不
可
）

▼
応
募
作
品　

点
数
制
限
な
し
（
過
去

に
発
表
済
の
作
品
も
可
。
応
募
数
に

よ
り
、
申
込
み
後
に
点
数
を
調
整
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

▼
作
品
題
材

　

題
材
・
書
体
・
形
式
は
、
自
由

▼
応
募
方
法　

額
装
・
軸
装
等
で
出
品

▼
寸
法　

タ
テ
・
ヨ
コ
寸
法
は
自
由

※
た
だ
し
、
タ
テ
額
装
の
作
品
は
、

展
示
パ
ネ
ル
の
関
係
か
ら
全
紙

（
１
４
０
㎝
×
70
㎝
）
程
度
で
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

12
月
28
日
（
月
）

※
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
る
。

▼
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館　
　
　

　

℡
82
‐
４
４
９
０
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I N F O R M A T I O N
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
研
修
会

　

美
方
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
来
年
4
月
1
日
か
ら
行
わ

れ
る
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、

会
員
登
録
（
概
ね
60
歳
以
上
）
と
事
前

の
研
修
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

◎
研
修
会

▼
と
き

◇
第
１
回　

12
月
2
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◇
第
2
回　

12
月
4
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
２
回
と
も
受
講
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

２
階　

集
会
室

▼
募
集
期
限　

11
月
27
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
（
公
社
）
美
方

郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
99
‐
２
８
２
８

　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　池上
　　担当者直通電話　090-4147-2916　　受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00

　冬が来る前に家の片づけをするには涼しくなってきた今が良い機
会ですね。外作業に慣れた真心あふれるスタッフが、サービス料金　一時間 1,500
円（税別）でお伺います。サービス期間は今年度中となっておりますので、この機
会に一度お試し下さい。 ［新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料
代　1km × 50 円や、材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料　1 回
/1 日　4,500 円、草刈り機レンタル料　1 回 /1 日　3,000 円）］ お見積もり無料
大変込み合っております、お早目の御予約をお願い致します。

【広告】今がチャンスですよ～

のんちゃん

試　

験

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

平
成
28
年
度
入
学
者
募
集

博
士
前
期
課
程
（
Ｂ
日
程
）

▼
対
象　

大
学
卒
業
者
（
見
込
み
を
含

む
）、社
会
人
・
留
学
生
（
要
件
あ
り
）

▼
募
集
期
限　

11
月
29
日
（
日
）

▼
試
験
日　

12
月
13
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

◇
豊
岡
会
場

　

同
大
学
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

◇
神
戸
会
場

　

同
大
学
神
戸
商
科
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
問
合
せ

　

同
大
学
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

　

経
営
部
学
部
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９

親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＆　
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き

　

11
月
29
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
部
門　

Ａ
リ
ー
グ
・
Ｂ
リ
ー
グ

◇
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
も
し
く
は

在
勤
・
在
学
の
方
（
高
校
生
以
上
）

◇
チ
ー
ム
編
成　

監
督
・
選
手
計
15
名

以
内
。
女
子
２
名
以
上
が
常
時
出
場

◇
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
部
門　

一
般
の
部
・
一
般
女
子
の
部
・

ふ
れ
あ
い
の
部
（
小
学
生
と
大
人
）

◇
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
も
し
く
は

在
勤
・
在
学
の
方

◇
チ
ー
ム
編
成　

部
門
別
の
基
準
を
満

た
し
た
８
名
以
内
。
他
チ
ー
ム
と
の

２
重
登
録
は
不
可
。（
親
睦
バ
レ
ー

と
の
重
複
登
録
は
可
）

◇
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

１
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

11
月
20
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

…

℡
82
‐
１
６
１
６
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平成 27 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　…※資格を有する職種については免許の写しを合わせて提出してください。

◇受付期間　11月 12日（木）から 11月 24日（火）まで
◇面接日時　11月 26日（木）午後 5時 30分から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111

職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

事務員 ２名 事務補助 日額　………6,400円
町民課、介護
老人保健施設
ささゆり

満60歳未満
パソコン操作が
できる方

平成27年
12月1日から

平成28年
3月31日まで

午前８時 30分～
午後５時 15分

社会保険・雇用保険
加入

看護助手 １名
病院の看護補
助及び洗濯業
務

日額………　6,800円 公立浜坂病院 満60歳未満

保健師 ２名 保健業務 日額…　……8,800円 健康福祉課（すこやか～に）
満65歳未満
保健師免許

看護師又は
准看護師 2名 保健業務 日額　………8,800円 公立浜坂病院又は診療所

満65歳未満
看護師・准看護
師免許

医療事務専
門員 １名 病院での医療

専門事務 日額………　6,600円 公立浜坂病院
満60歳未満
医療事務職技能
認定合格証等

午前 8時 30分～
午後 5時 15分

土日勤務あり
社会保険・雇用保険
加入

介護員 ２名 介護業務 日額…　……6,800円 介護老人保健施設ささゆり 満65歳未満

午前 8時 30分～
午後 5時 15分

ローテーションによ
り、遅出、夜間、土
日勤務あり
社会保険・雇用保険
加入

保育教諭
又は
保育補助員

1名 保育業務

保育士または幼
稚園教諭の免許
のある方
日額…　……7,300円

免許のない方
日額………　6,400円

認定こども園

満65歳未満
保育士又は幼稚
園教員免許

満65歳未満

月～土勤務
午前 8時 30分～

午後 5時
早出、遅出あり
社会保険・雇用保険
加入

事務員 3名 事務補助（デー
タ入力作業等）日額　………6,400円

税務課、こど
も教育課

満60歳未満
パソコン操作が
できる方

平成28年
1月1日から

平成28年
3月31日まで

午前８時 30分～
午後５時 15分

社会保険・雇用保険
加入作業員 ２名 環境センター

での作業業務 日額………　8,200円 環境センター 満65歳未満普通自動車免許
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「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

9 月 16 日～ 10 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

●まちのうごき●　
　11月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,499 人 （ー  17）

　男 7,385 人 （ー    9）

　女 8,114 人 （ー    8）

世帯数 5,799 世帯 （ー    7）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

国民健康保険税第 4 期
納期限 11 月 30 日（月）

最寄りの金融機関で納めましょう。
口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　　税務課　℡ 82-3113


